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研究成果の概要（和文）：埋没費用効果（コンコルド誤信）は「多くの労働を投資してしまった対象に対し、不
合理な高い価値を賦与する」現象として経済学・心理学で指摘されてきた。ヒトではミクロマクロの多くの局面
でこの効果が現れる。何らかの生物的背景があると考えた。そこで本研究では孵化後間もないヒヨコを対象に、
餌場への歩行コストを実験的に制御し、たどり着いた餌場での滞在時間に及ぼす効果を調べた。その結果、
（１）ヒヨコも埋没費用効果を示すが、（２）長期平均利益率を逆説的に高める行動であるものの、（３）利益
率は最大化されず亜最適な行動であることが判明した。統計モデルを構築した所、直近の利潤率によって離脱確
率を決めている事が判った。

研究成果の概要（英文）：Sunk-cost effect (Concorde fallacy) refers to an irrational human behavior 
in economics/psychology, where people often ascribe higher value for such an item that they have 
invested a huge amount of cost. To understand the biological basis, we studied newly hatched 
foraging behavior in domestic chicks by experimental manipulation of the running cost for food. As 
the results, (1) naive chicks revealed sunk-cost effect in gradually deleting food patches, (2) 
which paradoxically contributed to the long-term gain rate. However (3) the payoff yielded 
sub-optimal and the gain rate was not maximized. Mathematical analysis using statistical models 
revealed that the disengaging decision is stochastically determined by short-term profitability and 
a longer-term gain rate as threshold. 

研究分野：動物行動学、神経科学

キーワード： 埋没費用効果　コンコルドの誤信　最適採餌理論　行動生態学　行動生態学　統計モデル
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ヒトは経済学的局面でも多くの不合理行動を示す。これはヒトが本来の生態学的環境のもとで小集団による狩猟
採集行動を採ってきた進化的背景のためであると想定した。そうであれば、他の多くの動物も一見不合理な行動
を採ることが予想される。その行動・心理・認知・神経機構を総合的に明らかとしたことが本研究の意義であ
る。孵化後間もないヒヨコは生後のすべての給餌条件と採餌行動を実験的に操作できる稀有な例である。収益が
徐々に逓減する採餌条件の下で、餌場にたどり着くためのコストを操作することで、餌場での滞在時間の延長を
見た。この結果は、妥当な労働投資とは何か、という社会的課題について生物学的な基礎を与えるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 当初、埋没費用効果（コンコルド誤信）はヒトに特有の不合理行動であると考えられていた。
実際、動物に同様の現象があるかどうかについては、長く議論が続いていた。Kacelnik & Marsh 
(2002)はムクドリを用いた行動研究において、餌報酬の効用はその場の状態（労働直後の疲労・
空腹などで決まる状態）に依存するため、埋没費用効果と同様の現象が生じると主張していた。
しかし、その後は追跡研究も少なく、この課題の解明は不十分なままに留まっていた。 
 我々はヒヨコを用いてこの問題に取り組むことを計画した。研究開始当初、動物それもふ化直
後からグリーディーな（強欲な）採餌決定を採るヒヨコが、埋没費用効果のような不合理行動を
採るとは期待していなかった。しかし、行動生態学において指摘されてきた最適餌パッチ利用行
動（E. Charnov 1976）に、埋没費用効果と類似した側面があることに着目し、この検討を行動
レベルで始めることとした。 
 また我々は先行研究により、孵化後のヒヨコが近視眼的利益率（瞬間利潤率）と餌対象を速や
かに連合学習する事を示した（Yanagihara et al. 2001, Izawa et al. 2003, 2005）。これら
の研究の延長として、報酬予期誤差（時間的誤差）を計算する機構についても明らかにした（Wen 
et al. 2016）。埋没費用効果を生じる条件では大きな予期誤差を長期にわたって負荷すること
になる。収益逓減環境そのものが動物の学習則（具体的には学習率あるいは報酬の時間割引率）
を変える可能性があると考え、本研究を計画した。 
 
２．研究の目的 
 
 通常の生態学的環境のもとで餌は空間に均等配置せず、不均等、パッチ状に分布する。採餌者
は餌単体ではなく餌パッチを探さねばならない。しかし、パッチの餌は採餌者の餌消費そのもの
によって徐々に減り、収益は徐々に逓減する。よって、最適な行動を採るために、すなわち長期
平均利益率を最大化するために、採餌者はパッチの餌を食い尽くす前、まだそこに餌が見いださ
れるうちに餌パッチを離脱しなくてはならない。この離脱決定を支配する行動・認知・神経科学
的要因を特定することが、当面の目的である。特に、餌パッチに到達するまでの時間と労働投資
（歩行距離）を実験的に操作し、投資したコストが離脱決定にどのように影響するか、定量的に
解析することとした。 
 
３．研究の方法 
 
 ふ化直後のニワトリ雛（ヒヨコ）を用いた。長さ 60 ㎝の I 字型迷路を用意し、左右両端に制
御された餌場（給餌装置）を設けた。さらに左右の餌場の間にトレッドミルを置き、餌場と餌場
の間の移動に要する時間と歩行量を統制した。給餌装置とトレッドミルは Arduino ベースで制
御し、給餌パターンと歩行量は赤外線距測計によって計測し CED 社の Spike2 を用いて記録保存
した。得られた行動データに基づき一連の統計モデル（確率的離脱意思決定モデル）を構築し、
現実の行動とのすり合わせを検討した。さらに、他個体の認知（資源競合による社会採餌行動）
を検討する前提として、刷り込みおよび生物的運動（Johansson Biological motion）への選好
性の誘導に関わる行動研究を展開した。 
 
４．研究成果 
 
研究の結果、（１）ヒヨコは収益逓減条件が同一であっても餌パッチ間移動に要するコスト（時
間及び歩行）が長くなると、速やかに滞在時間を延長することが判明した。 
 
 右の図は典型的な 1 個体の例である。横軸
にパッチ間移動時間、縦軸にパッチ内滞在時
間をプロットした。1 つの点は一回の滞在を
示す。このように強制歩行を 2 回、8 回、12
回と増やすことで滞在時間は明確に増加し
た。これは最適（長期利益率を最大化する）
滞在時間より明瞭に長かった。移動に要する
エネルギー損失を考慮した条件（黒及び灰色
のカーブ）でも、説明はできなかった。 
 この最適性からのずれの認知的背景を説明
するために、瞬間利益率と、より長期の平均
利益率をヒヨコは独立に備えている、とする
確率モデルを複数構築して、その妥当性を検



討した。その結果、直近の回顧的瞬間利潤率と直前の歩行時間を繰り込んだ平均利益率の差に応
じて離脱確率を決めるとするモデルが、もっとも良く現実の離脱決定を説明することが判明し
た。 
 さらに一連の薬理学的・脳局所破壊実験によって、弓外套皮質（鳥類大脳の腹外側に位置する
連合性の高い皮質相同領域）の局所破壊実験をおこなった結果、採餌の消費局面での投資量が増
え術後のヒヨコは過剰労働投資を示すようになった。この領域は複合的な機能を持つことが知
られており、他者との競合による同労投資量の増加（Xin et al, 2017a,b）、予期される将来の
労働投資を回避する選択シフト（Aoki et al. 2006）などが判明している。さらに、この領域は
刷り込み学習の成立、また社会的孤立に対する困窮コール発声の統御にも関わる。 
 ヒトは経済学的局面でも多くの不合理行動を示す。これはヒトが本来の生態学的環境のもと
で小集団による狩猟採集行動を採ってきた進化的背景のためであると想定することができる（戸
田正直 2007）。そうであれば、他の多くの動物も生態に近い条件のもとで、一見不合理な行動を
採ることが予想される。その行動・心理・認知・神経機構を総合的に明らかにすることが、本研
究の意義である。孵化後間もないヒヨコは生後のすべての給餌条件と採餌行動を実験的に操作
できる稀有な例である。収益が徐々に逓減する採餌条件の下で、餌場にたどり着くためのコスト
を操作することで、餌場での滞在時間の延長を見た。この結果はいまだ部分的な理解に留まるが、
妥当な労働投資とは何か、という社会的課題について生物学的な基礎を与える。 
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